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(57)【要約】
【課題】　故障、誤動作などの原因となる内部の高温化
を防止し、冷却ファンによる所定の冷却効果が得られる
内視鏡用医療機器の提供。
【解決手段】　内視鏡用医療機器１は、前方に設けられ
たフロントパネル２、後方に設けられたバックパネル１
０およびトップカバー３を有して、内部に熱源が設けら
れ、熱源を冷却するための冷却ファン１２～１５と、バ
ックパネル１０に設けられ、冷却ファン１２～１５によ
って導かれた空気を外部に排気する排気口１６と、バッ
クパネル１０に設けられた複数のコネクタ２１～２３と
、複数のコネクタ２１～２３が設けられたバックパネル
１０の領域外であって、排気口１６を覆って後方に突出
するように設けられたカバー体３０と、カバー体３０に
設けられ、複数のコネクタ２１～２３の位置よりも後方
に形成される複数の通気口３７，３８と、を備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前方に設けられたフロントパネル、後方に設けられたバックパネルおよびトップカバー
を有して、内部に熱源が設けられる内視鏡用医療機器であって、
　前記熱源を冷却するための冷却ファンと、
　前記バックパネルに設けられ、前記冷却ファンによって導かれた空気を外部に排気する
排気口と、
　前記バックパネルに設けられた複数のコネクタと、
　前記複数のコネクタが設けられた前記バックパネルの領域外であって、前記排気口を覆
って後方に突出するように設けられたカバー体と、
　前記カバー体に設けられ、前記複数のコネクタの位置よりも後方に形成される複数の通
気口と、
　を備えることを特徴とする内視鏡用医療機器。
【請求項２】
　前記複数の通気口は、前記カバー体の上面部を除く箇所に形成されていることを特徴と
する請求項１に記載の内視鏡用医療機器。
【請求項３】
　前記カバー体は、後方に前記複数の通気口が形成された平面部と、前記平面部から前記
バックパネルの方向に傾斜し、前記複数の通気口が形成された斜面部と、を有しているこ
とを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用医療機器。
【請求項４】
　前記カバー体は、前記複数の通気口が形成された側面部を有していることを特徴とする
請求項１に記載の内視鏡用医療機器。
【請求項５】
　前記カバー体は、下面部に複数の孔部を有することを特徴とする請求項１に記載の内視
鏡用医療機器。
【請求項６】
　前記冷却ファンを複数有し、
　複数の前記冷却ファンが前後方向にずれた位置に配設されていることを特徴とする請求
項１に記載の内視鏡用医療機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡用医療機器に関し、特に、内視鏡に接続されるビデオプロセッサを含
む内視鏡用医療機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、医療用分野においては、細長の挿入部を体腔内に挿入することにより、体腔内臓
器などを観察することが出来る内視鏡が広く用いられている。このような内視鏡は、内視
鏡挿入部先端などに内蔵された撮像部に電荷結合素子（ＣＣＤ）などの固体撮像素子が配
設された電子内視鏡が知られている。
【０００３】
　この電子内視鏡は、体腔内臓器などの観察画像をモニタに表示させるために、内視鏡用
医療機器である外部装置のビデオプロセッサおよび光源装置に接続される。このような電
子内視鏡、ビデオプロセッサ、光源装置などから構成される内視鏡システムは、例えば、
特許文献１に開示されている。従来の内視鏡システムのビデオプロセッサ、光源装置など
の内視鏡用医療機器は、装置内に電子部品、光源などの熱源が設けられており、これら熱
源からの熱を外部に排気する冷却ファンが設けられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００４】
【特許文献１】特開２０１４－５４３１８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、近年の電子内視鏡は、撮像画像の高解像度化され、ビデオプロセッサに内蔵
される画像処理の処理速度を向上させる集積回路（ＦＰＧＡ）の処理速度の向上に伴い内
蔵される電子回路の発熱量が増加している。また、内視鏡用医療機器としては、ビデオプ
ロセッサおよび光源装置が一体型となったものも知られている。その一方、内視鏡システ
ムは、小型化が求められており、内視鏡用医療機器の冷却効率を高める要件は年々高まっ
ている。
【０００６】
　しかしながら、内視鏡用医療機器は、内部を冷却する冷却ファンにより導かれた空気の
排気口が塞がれてしまった場合、内部冷却が上手くできずに高温となり、冷却ファンによ
る所定の冷却性能が得られないという問題があった。そして、内視鏡用医療機器は、冷却
ファンによる所定の冷却効果が得られないと、故障、誤動作などの原因となる虞があった
。
【０００７】
　そこで、本発明は、上記事情に鑑みなされたものあり、故障、誤動作などの原因となる
内部の高温化を防止し、冷却ファンによる所定の冷却効果が得られる内視鏡用医療機器を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様における内視鏡用医療機器は、前方に設けられたフロントパネル、後方
に設けられたバックパネルおよびトップカバーを有して、内部に熱源が設けられる内視鏡
用医療機器であって、前記熱源を冷却するための冷却ファンと、前記バックパネルに設け
られ、前記冷却ファンによって導かれた空気を外部に排気する排気口と、前記バックパネ
ルに設けられた複数のコネクタと、前記複数のコネクタが設けられた前記バックパネルの
領域外であって、前記排気口を覆って後方に突出するように設けられたカバー体と、前記
カバー体に設けられ、前記複数のコネクタの位置よりも後方に形成される複数の通気口と
、を備える。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、故障、誤動作などの原因となる内部の高温化を防止し、冷却ファンに
よる所定の冷却効果が得られる内視鏡用医療機器を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】内視鏡用医療機器であるビデオプロセッサをフロントサイドから見た斜視図
【図２】同、ビデオプロセッサをバックサイドから見た斜視図
【図３】同、排気口カバーが設けられたバックパネルを部分的に示す斜視図
【図４】同、ビデオプロセッサのバックパネルを示す平面図
【図５】同、冷却ファンの配置の一例を示すビデオプロセッサの部分的に示す右側面図
【図６】同、冷却ファンの配置の他の例を示すビデオプロセッサを部分的に示す右側面図
【図７】同、排気口カバーを上方側から見た斜視図
【図８】同、排気口カバーを下方側から見た斜視図
【図９】同、排気口カバーが設けられたビデオプロセッサを部分的に示す右側面図
【図１０】同、排気口カバーが設けられたビデオプロセッサを部分的に示す左側面図
【図１１】同、障害物に排気口カバーの背面通気口の一部が塞がれた状態のビデオプロセ
ッサの右側面を部分的に示す図
【図１２】同、排気口カバーが設けられたビデオプロセッサを部分的に示し、下方から見
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た斜視図
【図１３】同、変形例の排気口カバーが設けられたビデオプロセッサを部分的に示す左側
面図
【図１４】同、変形例の排気口カバーが設けられたビデオプロセッサの部分的に示す上面
図
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　ここでは、医療機器である内視鏡用のビデオプロセッサの一態様を例に挙げて説明する
。なお、以下の説明において、各実施の形態に基づく図面は、模式的なものであり、各部
分の厚みと幅との関係、夫々の部分の厚みの比率などは現実のものとは異なることに留意
すべきであり、図面の相互間においても互いの寸法の関係や比率が異なる部分が含まれて
いる場合がある。
【００１２】
　また、以下の構成説明におけるビデオプロセッサは、内視鏡と接続される医療機器とし
て例に挙げて説明するが、これに限定されることなく、種々の医療機器に適用できる技術
である。
【００１３】
　以下、本発明の一態様の医療機器である内視鏡用のビデオプロセッサについて、図面に
基づいて説明する。　
　図１は、内視鏡用医療機器であるビデオプロセッサをフロントサイドから見た斜視図、
図２はビデオプロセッサをバックサイドから見た斜視図、図３は排気口カバーが設けられ
たバックパネルを部分的に示す斜視図、図４はビデオプロセッサのバックパネルを示す平
面図、図５は冷却ファンの配置の一例を示すビデオプロセッサの部分的に示す右側面図、
図６は冷却ファンの配置の他の例を示すビデオプロセッサを部分的に示す右側面図、図７
は排気口カバーを上方側から見た斜視図、図８は排気口カバーを下方側から見た斜視図、
図９は排気口カバーが設けられたビデオプロセッサを部分的に示す右側面図、図１０は排
気口カバーが設けられたビデオプロセッサを部分的に示す左側面図、図１１は障害物に排
気口カバーの背面通気口の一部が塞がれた状態のビデオプロセッサの右側面を部分的に示
す図、図１２は排気口カバーが設けられたビデオプロセッサを部分的に示し、下方から見
た斜視図である。
【００１４】
　図１に示す、内視鏡用医療機器であって内視鏡画像処理装置であるビデオプロセッサ（
照明光源内蔵型ビデオプロセッサまたはカメラコントロールユニットとも言う）１は、前
方側のフロントパネル２に、内視鏡の内視鏡コネクタ（不図示）が接続されるレセプタク
ル部であるコネクタ部３、操作および状態表示のためのパネル部４と、電源スイッチ５と
、が設けられている。
【００１５】
　このビデオプロセッサ１は、外装筐体である金属などから形成された導電性のトップカ
バー６によって、両側部および上面部が覆われている。即ち、トップカバー６は、断面コ
の字状をした導電性を有するカバー体である。
【００１６】
　トップカバー６の側面には、複数の吸気口７，８が形成され、これら複数の吸気口７，
８が書類、患者ファイル、壁面などによって塞がれないようにするため側面を所定の距離
に離間させる凸形棒体の複数のスペーサー９が設けられている。
【００１７】
　ビデオプロセッサ１内には、ここでは図示しない、熱源となる電気的回路部およびハロ
ゲンランプ、キセノンランプ、ＬＥＤなどの照明用の光源が内蔵されている。なお、ビデ
オプロセッサ１内に設けられる熱源の１つとなる電気的回路部は、各種回路基板、ＦＰＧ
Ａなどによって構成された集積回路（ＩＣ）、回路パターンなどから構成されている。
【００１８】
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　ここでの、ビデオプロセッサ１は、熱源の１つとなる照明用の光源が内蔵された構成を
例示しているが、これに限定されることなく光源装置を兼ねていない内視鏡画像処理のみ
を行うものであってもよい。なお、後述する本実施の形態の要部構成は、ビデオプロセッ
サ１に限らず、光源装置にも適用できる技術となっている。
【００１９】
　内視鏡コネクタ（不図示）が接続されるコネクタ部３には、複数の電気接点が配設され
ており、内視鏡コネクタに設けられた複数の電気接点との接続により、内視鏡との電気的
な各種駆動構成への通電が行われる。
【００２０】
　ビデオプロセッサ１は、図２および図３に示すように、後方側のバックパネル１０に本
実施の形態のカバー体となる排気口カバー３０が設けられている。なお、この排気口カバ
ー３０の詳細な説明は、後述する。
【００２１】
　バックパネル１０には、複数のコネクタ２１、患者回路用コネクタ２２および電源ケー
ブルが接続される電源インレット２３が設けられている。これら複数のコネクタ２１は、
映像接続端子、ＶＧＡ端子、ＵＳＢポートなどの外部機器に接続されるコネクタ部である
。
【００２２】
　さらに、バックパネル１０は、患者回路用コネクタ２２の上部および電源インレット２
３の上部のそれぞれに液避け用の廂部２４が設けられている。これら廂部２４は、内視鏡
手技における送液、吸引などを行った際の液体が患者回路用コネクタ２２および電源イン
レット２３に直接的に掛からないようにするものである。
【００２３】
　ビデオプロセッサ１は、図４に示すように、内部の熱を排気する複数、ここでは４つの
冷却ファン１２，１３，１４，１５が設けられている。４つの冷却ファン１２，１３，１
４，１５のうち、複数のコネクタ２１の下方に設けられる２つの冷却ファン１２，１３は
、バックパネル１０の近傍のビデオプロセッサ１の内部に設けられている。
【００２４】
　そして、バックパネル１０には、これら２つの冷却ファン１２，１３に対向する排気口
１１が形成されている。排気口１１は、複数の孔部が羅列されており、２つの冷却ファン
１２，１３によって導かれるビデオプロセッサ１の内部の空気を排気する。なお、ここで
の２つの冷却ファン１２，１３は、左右方向である水平方向に並設されている。
【００２５】
　４つの冷却ファン１２，１３，１４，１５のうち、患者回路用コネクタ２２および電源
インレット２３の近傍に設けられる２つの冷却ファン１４，１５は、図５に示すように、
ビデオプロセッサ１の内部におけるバックパネル１０の近傍に設けられる形態、または、
図６に示すようにバックパネル１０から突出するように設けられる形態のいずれとしても
よい。なお、ここでの２つの冷却ファン１４，１５は、上下方向である鉛直方向に並設さ
れている。
【００２６】
　バックパネル１０には、２つの冷却ファン１４，１５に対向する排気口１６が形成され
ている。排気口１６は、複数の孔部が羅列されており、２つの冷却ファン１４，１５によ
って導かれるビデオプロセッサ１の内部の空気を排気する。
【００２７】
　そして、バックパネル１０には、排気口１６を覆うように排気口カバー３０が固定され
る。なお、図６に示した形態においては、バックパネル１０から突出する２つの冷却ファ
ン１４，１５が排気口カバー３０内に収容された状態となる。
【００２８】
　このように、複数のコネクタ２１の下方に設けられる２つの冷却ファン１２，１３と、
患者回路用コネクタ２２および電源インレット２３の近傍に設けられる２つの冷却ファン
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１４，１５と、を前後にずらした形態では、図５に示した前後にずらしていない形態に対
して、４つの冷却ファン１２，１３，１４，１５による共振を防止することができ、静音
化できると共に、排気の流れを分散させることで、局所的な排熱温度上昇を防ぐことがで
きる利点がある。
【００２９】
　ここで、本実施の形態の排気口カバー３０の構成について、以下に詳しく説明する。　
　カバー体である排気口カバー３０は、図７および図８に示すように、上面部３１、下面
部３２、右側面部３３、左側面部３４および背面部３５を有した金属または樹脂から形成
された箱状の多面体である。なお、排気口カバー３０は、多面体でなくとも、お椀状など
の球面体としてもよい。
【００３０】
　また、排気口カバー３０の背面部３５は、下方部分がバックパネル１０側に向けて傾斜
する斜面部３９を有している。
【００３１】
　排気口カバー３０は、装着されるバックパネル１０側を正面とした場合の右側面部３３
および左側面部３４の縁辺部分の上下方向に片側２つ、合計４つのビス留め用の突起部３
６を有している（ここでは左側面部３４の突起部３６は死角となっており図示されていな
い）。なお、４つの突起部３６がバックパネル１０にビス留めされることで、排気口カバ
ー３０がビデオプロセッサ１のバックパネル１０に固定される。
【００３２】
　排気口カバー３０は、背面部３５、右側面部３３および左側面部３４に複数の孔部が羅
列された背面通気口３７または側部通気口３８が形成されている。なお、背面部３５の斜
面部３９にも、背面通気口３７が形成されている。
【００３３】
　また、排気口カバー３０は、上面部３１に通気口を設けていないため、内視鏡手技にお
ける送液、吸引などを行った際の液体が上面部３１から排気口カバー３０内に入り込むこ
とを防止した構成となっている。
【００３４】
　排気口カバー３０の背面通気口３７および側部通気口３８からは、患者回路用コネクタ
２２および電源コネクタである電源インレット２３の近傍に設けられる２つの冷却ファン
１４，１５に導かれるビデオプロセッサ１の内部の空気が排出される。
【００３５】
　なお、排気口カバー３０は、ビデオプロセッサ１のバックパネル１０に装着された状態
において、図９に示すように、右側面部３３に形成される側部通気口３８がバックパネル
１０から所定の距離Ｌ１を有して離れた位置から基端側となる背面部３５側に形成される
。この所定の距離Ｌ１は、複数のコネクタ２１の突出量よりも長い距離が設定される。
【００３６】
　また、排気口カバー３０は、ビデオプロセッサ１のバックパネル１０に装着された状態
において、図１０に示すように、左側面部３４に形成される側部通気口３８がバックパネ
ル１０から所定の距離Ｌ２を有して離れた位置から基端側となる背面部３５側に形成され
る。
【００３７】
　この所定の距離Ｌ２は、患者回路用コネクタ２２および電源インレット２３の突出量よ
りも長い距離が設定される。なお、所定の距離Ｌ２は、所定の距離Ｌ１と同じ距離（Ｌ１
＝Ｌ２）でもよい。
【００３８】
　さらに、左側面部３４に形成される側部通気口３８は、排気口カバー３０の下面部３２
から所定の高さＨを有して離れた位置から上面部３１側に形成される。この所定の高さＨ
は、電源インレット２３が設けられた高さ位置よりも高い（長い）距離が設定される。
【００３９】
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　このように、排気口カバー３０は、側部通気口３８から排出される空気が各種ケーブル
１００のコネクタが接続される複数のコネクタ２１、患者回路ケーブル１０１のコネクタ
が接続される患者回路用コネクタ２２および電源ケーブル１０２のコネクタが接続される
電源インレット２３に直接的にあたることを防止して熱傷などを抑制できる構成となって
いる。
【００４０】
　これにより、排気口カバー３０の側部通気口３８からの排気熱により複数のコネクタ２
１、患者回路用コネクタ２２および電源インレット２３の温度上昇が抑制され、各種ケー
ブル１００、患者回路ケーブル１０１および電源ケーブル１０２の各コネクタとの接続不
良などの不具合が防止される。
【００４１】
　また、排気口カバー３０は、背面部３５の下部側に背面通気口３７が形成された斜面部
３９を有していることで、図１１に示すように、背面部３５の垂直な面に形成された背面
通気口３７が壁などの障害物２００に塞がれた状態でも、斜面部３９の背面通気口３７か
ら、２つの冷却ファン１４，１５に導かれる空気（ＡＩＲ）を排気することができる。　
　なお、この状態においては、右側面部３３および左側面部３４の側部通気口３８からも
、２つの冷却ファン１４，１５に導かれる空気が排気される。また、背面部３５は、斜面
部３９に対して逆勾配の面となっていてもよい。
【００４２】
　さらに、排気口カバー３０は、図１２に示すように、下面部３２のバックパネル１０側
の縁辺に沿って、ここでは矩形状に切り欠かれた切欠部としての、複数、ここでは６つの
排液口４１が形成されている。
【００４３】
　内視鏡手技における送液、吸引などを行った際の液体Ｒが排気口カバー３０内に浸入し
た場合に、これら６つの排液口４１が液体抜き孔となり、排気口カバー３０から液体Ｒを
排出することができる。これにより、ビデオプロセッサ１内への液体の浸入が防止される
。
【００４４】
　以上に説明したように、内視鏡用医療機器であるビデオプロセッサ１は、内部を冷却す
る冷却ファンにより導かれた空気の排気口が塞がれてしまわないように、バックパネル１
０に排気口カバー３０を設けることで、４つの冷却ファン１２，１３，１４，１５による
所定の冷却効果が得られる構成となる。
【００４５】
　即ち、角度が異なる複数の面である右側面部３３と、左側面部３４と、斜面部３９を含
む背面部３５と、に空気を排気する複数の開口の側部通気口３８または背面通気口３７を
有する排気口カバー３０をビデオプロセッサ１の装置外装であるバックパネル１０から突
出するように設けることで、ビデオプロセッサ１が所定の冷却効果を得られるようになる
。
【００４６】
　これにより、ビデオプロセッサ１は、内部温度の上昇が抑制されて内部が高温化せず、
故障、誤動作などが防止される。
【００４７】
　さらに、排気口カバー３０は、ビデオプロセッサ１のバックパネル１０に配設される複
数のコネクタ２１、患者回路用コネクタ２２および電源インレット２３に、排気熱を直接
あたらないようにした右側面部３３とおよび左側面部３４に形成される側部通気口３８の
配置構成により、複数のコネクタ２１、患者回路用コネクタ２２および電源インレット２
３が過度な温度上昇によって生じる故障、動作異常、熱傷なども抑制する。
【００４８】
（変形例）
　図１３は、変形例の排気口カバーが設けられたビデオプロセッサを部分的に示す左側面
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図、図１４は変形例の排気口カバーが設けられたビデオプロセッサの部分的に示す上面図
である。　
　図１３および図１４に示すように、ビデオプロセッサ１は、排気口カバー３０が設けら
れたバックパネル１０の平面よりもフロント側に所定の距離Ｌ３を有して段形成され、患
者回路用コネクタ２２および電源インレット２３を配設する設置面である平面１７を設け
た構成としてもよい。
【００４９】
　本変形例の構成とすることで、排気口カバー３０の左側面部３４に形成される側部通気
口３８と、患者回路用コネクタ２２および電源インレット２３と、が離間する所定の距離
Ｌ２が、より長くなる。
【００５０】
　これにより、ビデオプロセッサ１は、排気口カバー３０の左側面部３４の側部通気口３
８から排出される空気を患者回路用コネクタ２２および電源インレット２３に、より直接
的にあたることを防止して、患者回路用コネクタ２２および電源インレット２３の熱傷な
どを防止することができる構成となる。
【００５１】
　以上に記載した各実施の形態および変形例の構成は、それぞれを組み合わせたものとし
てもよく、その他、実施段階ではその要旨を逸脱しない範囲で種々の変形を実施し得るこ
とが可能である。さらに、上記各実施の形態には、種々の段階の発明が含まれており、開
示される複数の構成要件における適宜な組合せにより種々の発明が抽出され得るものであ
る。
【００５２】
　例えば、各実施の形態に示される全構成要件から幾つかの構成要件が削除されても、述
べられている課題が解決でき、述べられている効果が得られる場合には、この構成要件が
削除された構成が発明として抽出され得るものである。
【符号の説明】
【００５３】
１…ビデオプロセッサ
２…フロントパネル
３…コネクタ部
４…パネル部
５…電源スイッチ
６…トップカバー
７，８…吸気口
９…スペーサー
１０…バックパネル
１１…排気口
１２，１３，１４，１５…冷却ファン
１６…排気口
２１…コネクタ
２２…患者回路用コネクタ
２３…電源インレット
２４…廂部
３０…排気口カバー
３１…上面部
３２…下面部
３３…右側面部
３４…左側面部
３５…背面部
３６…突起部
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３７…背面通気口
３８…側部通気口
３９…斜面部
４１…排液口
１００…各種ケーブル
１０１…患者回路ケーブル
１０２…電源ケーブル
２００…障害物
Ｌ１，Ｌ２…距離
Ｒ…液体

【図１】 【図２】
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